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電子計算機による販売管理会計
そ の 基 本 構 造
藤 田 芳 夫
1.は じ め に
電子計算機を販売会計に適用する場合,ど のような方法が考え られ るであ
ろ うか。第一の方法は販売活動 と電子計算機を一応分離 し,販売により得 ら
れた数値の計算,分 析だけを電子計算機により行な うとい う方法である。 こ
れに対 し,第二の方法は,経 営活動の うち最 も重要な部分である販売活動,
すなわち販売 システム自体を コソピュータライズするか,あ るいはす くな く
とも販売 システムの不可欠な部分としてコンピューターを組込む とい う方法
である。
(1)
筆 者は別稿 「複式簿記 とデータ ・コ ソ トロール」におい て,会 計活動 の基
本 的側面 としての アカ ウソタビ リテ ィ・ア カウソテイ ソグが経営活動 のなか
でいか なる地 位を 占め るべ きか を明 らかに し,ま た このア プ ローチを よ り具
(2)
体 化 す る た め 「販 売 管 理 会 計 の 基 礎 構 造 」 に お い て,販 売 管 理 会 計 の 基 礎 に
あ る も の と して 販 売 に 関 す る事 務 処 理 シ ス テ ムの 基 本 的 構 造 を 明 らか に し よ
うと した 。
本 稿 で は,こ れ ら別 稿 で 明 らか に した 経 営 活 動 に お け る ア カ ウ ン タ ビ リテ
ィ ・ア カ ウ ソ テ イ ソ グ の 地 位 と販 売 に お け る事 務 処 理 シ ス テ ム の 基 本 的 構 造
(1)拙稿 「複 式簿記 とデー タ・コ ン トロール」,小樽商科大 学 「商学討 究」,Vol・15,
No・4,1965年2月,PP・63～82・
(2)拙稿 「販 売管理会計 の 基礎構i造」,小樽商科大 学 「商学討究 」,Vo1.18,No.1,
1967年6月,PP・23～45・
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を前提 としなが ら,上述の第二の方法,す なわち事後的に販売数値の計算 と
分析を行な うのみでな く,販売システムの不可欠な要素 として販売会計をコ
ソピュータライズする基本的なパターソを明 らかに したい。
　　ラ
なお,別 稿 「行列簿記 とコンピュー ター」 において明 らかに した よ うに,
パチオ リ以来 のT字 型勘定形式 よ りも,複 式簿記 の勘定形 式 として数学 の行
列形 式を利用す ると,き わ めて有効 であ るので,本 稿で も行列形式 を利用す
ることにす る。
2.自 然発生的事務処理 システムの特徴
電子計 算機を応用 して販売 システ ム(あ るいは一般に経営 システム)を 機
械 化す る場合,そ の機械化がいかに高 度の ものであれ,目 的は機械 化のため
の機械 化にあ るので はな く,経 営におけ る資料処理 と情報 の生産の双方 につ
いて,そ の量 的,質 的 向上を図 ることが 目的であ る。 したが って,こ の 目的
を達成す るには電子計算機に よ り自動 化 され る慣行 的資料処理 システムが企
業において如何 な る条件 の上に成 立ち,ど の よ うな課題を担 っていたか,そ
して,そ のために慣行的 資料処理 シス テムが如何 な る特質を持つに至 ったか
を明 らかに しなければ な らない。そ して,こ うした慣行的資料処理 シス テム
を電子計算機 シス テムに移行 させ る際,ど のよ うな変化 がひ きお こされ るか
と言 う点が最 も重要な関心事 となるはずであ る。何故 な ら,経 営組織 の どの
部分を コソピュータライズす るにせ よ,ま た如何 な る最新鋭機を採用す るに
せ よ,新 らし く開発 され るシステムは 自然発 生的ない し慣行的 システムの特
徴 と,そ れ らの特徴 を生み 出 した原因について正 し く対処 しなければな らな
いか らであ る。
企業 におけ る経営管理活動 と資料処理活動 が密接不可分 の関係にあ ること
(3)拙稿 「行列簿記とコンピューター」,その1,雑誌 「実務会計」,Vol・3,No・10,
1967年10月号,PP・55～60・その2,同上 「実務会計」,VoL3・No」1,1967年
11月,PP・68～76・その3,同上 「実務会計」,Vol・3,No・12・1967年12月,
pp.95～103.
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は言 うまで もあるまい。 このように密接な関係にある経営管理活動 と資料処
理活動は,企 業の規模が大き くな り,経営内容が複雑化す ると管理 ・意志決
定および 日常の作業の進促のため責任を特別の部門ない し作業 グループに割
当て,専 門的な且つ現場に即 した管理を行な うために,い わば自然発生的に
形成 され る。
このような慣行的ない し自然発生的な資料処理 システムは,一 般に次のよ
うな特徴を持っている。すなわち,① 毎 日の活動に影響を及ぼす多数の 日常
的変動要因について最新のデータを入手 しうること(情報の更新 と検索能力
が高いこと)。② これによって,現 場に即 した意志決定 と管理を行ない うる
こと。③また,各 部門ない し現場が必要 とする資料が最 も使用 しやすい形式
で即座に利用 しうること。④か くして,慣 行的ない し自然発生的な資料処理
システムは各部門,ま たは現場が自己の必要 とする資料を自ずか ら作成する
分権的ない し分散的な資料処理 システムにならざるをえない,と い う諸点で
ある。
自然発生的資料処理 システムは上述 した ような特色を もっているが,同 時
にそれは資料処理活動の重複 と遅滞 と非能率をまねきやす く,時 としては部
門間で必 らず しも一貫せず,矛 盾する面を も生 じうることは 周知の点であ
る。
こ うした点の分析は,具 体的 な ケース ・スタデ ィに よって 明 らかになる
くの
し,ま た 何 等 か の 慣 行 的 資 料 処 理 シ ス テ ム を コ ソ ピ ュ ー タ ラ イ ズ す る 際 に
は,事 前 に 徹 底 的 な シ ス テ ム ・ア ナ リ シ ス を 行 な う こ と が 必 須 の 前 提 条 件 と
な る 。 し か し,本 稿 で は こ う し た 点 の 分 析 は 除 外 し,前 掲 の 拙 稿 「販 売 管 理
会 計 の 基 礎 構 造 」 で 明 ら か に し た 註 文 受 付 処 理 シ ス テ ム の 一 般 的 構 造 を 前 提
に し,そ の 上 で,こ れ をEDP化 す る た め の プ ロ グ ラ ム 作 成 を 論 ず る こ と に
(4)J.P.McNerney,Ins七allingandusingAnAutoma七icDataProcessing
System,ACaseS七udyforManagement,DivisionofResearch,Harvard
U.,GraduateSchoolofBusinessAdministration,1961はす ぐれ た ケ ー ス ・
ス タデ ィで あ る。
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す る。
3.販 売 管 理 会 計 の プ ログ ラ ム
別稿 「販売管理会計の基礎構造」で明らかに したように,販 売事務処理手
続 したが って販売会計は在庫管理および貨幣的資産管理 と必然的に結合せざ
L5)
るをえない。
したが って,販 売管 理会計を コソピュータライズす る場 合,そ の準備 とし
て顧客か らの註文伝 票を パ ソチ ・カー ドの よ うな イ ソプ ット ・メデ ィアに転
換す る場合 のモデル を 決定 しなけれ ぽな らないが,こ の他に,売 掛金 の マ
ス ター ・フ ァイル(売 掛金元帳)と 在庫品の マス ター ・フ ァイル(商 品有高
帳)の 構造を明 らか に しておか なけれ ばな らない。
3-1準 備
本稿では売掛金元帳 の各 々の人名勘定に 該 当す るもの として(図 表3--1)
に示す よ うな売掛金管理 カー ドを使用す ることにす る。 したが って,各 得意
先に関す る歴史的原資料それ 自体 は,こ れ とは別に保管す る もの とす る。
売 掛 金 管 理 カ ー ド
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(図表3-1)
本 図の第一行は デ ータの内容 を 示 してい る。 説 明の必要 はほ とん どない
が,CUST・NO・は顧客 の コー ド ・ナ ンバ ーであ る。 七 カラム割当 ててあ る
ので,販 売組織 別 コー ド,地 域別 コー ド等かな りいろいろの分類 コー ドを入
(5)拙稿 「販 売管理 会計 の基礎構 造」,PP・25,その他。
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れ ることがで き よ う。 また,CR・LIMITは 各顧 客に対 して設定 した掛売限
度額で あ る。次に,第 二行 は各 デ ータに割 当てた カラム ・ナ ソバ ーであ り,
第 三行 はそれぞれの データが メイ ンメモ リーに読 込 まれ る際の配置場所 を示
してい る。す なわち,顧 客 の コー ド ・ナ ソバP-・はICRC(1,J)とい う二次元
の行列に,信 用限度額 か ら5-OVERま での デー タはCRC(1,J)とい う二
次元 の行列に読込む のであ る。
第四行 は各 デー タを カー ドか ら読 込む 際の タイプ と カラム数 を 示 してい
る。
この売掛金管理 カー ドを使用す る場 合,得 意先別の未 回収売掛金残高(BI)
は
　
BI・=ΣCRC(1,J)
J=4
となる。売掛金全体の未回収残高(TB)は
　 　
TB・・2]ΣCRC(1,J)
1=1J=4
とな り,全売掛金の月別未回収残高(BY)は
　
BY・ ΣCRC(1,J)但 し,J・ ・4,_9
1=・1
とな る。
また,今 月分の得意先別掛売上は,言 うまで もな く,CRC(1,3)に累積 さ
れ る。 したが って,今 月の掛売上合計(SCU)は
　
SCU=ΣCRC(1,3)
1==1
とな る。
この売掛金管理 カー ドを使用す る場 合,通 常 の複式簿記 との対応関係 は次
の よ うに なる。
すなわ ち,(図 表3-2)に 示す よ うに,前 月繰越高 ΣΣCRC(1,J)に
今腸 売上合計 ΣCRC(1,3)を加えた ものが,今 月 の 売掛金 回収高 合計
ΣCRC(1,2)と今 月末残高 ΣΣCRC(IJ)の 合計 に等 しい。 また,今 月
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金
前 月繰越高(*)
ΣΣCRC(1,J)
今 月掛売高(SCU)
ΣCRC(1,3)
XX
今 月売掛 金回収高
ΣCRC(1,2)
月 末 残 高(TB)
ΣΣCRC(1,J)
XX
*前 月繰 越高は前 月末 または今 月初め の
ヵ一 ドに よ り集計す る。
(図表3-2)
掛売上高合計 ΣCRC(1,3)は売
上勘定貸方に掛売上高 として計上
される関係にあることは言 うまで
もない。
また,本 稿では(図表3-3)に
示す ような在庫管理 カー ドを使用
することにする。この在庫管理 カ
ー ドを使用す る場合に も,売 掛金
管理 カー ドの場合と同様,在庫に関す るデータは二つの行列INVTとCINVT
に展開されることになる。
売掛金管理 カードの場合にな らって,通 常の複式簿記 との対応関係を示せ
ば,大 要次の通 りである。
今月の総仕入高(SP)は
　
SP一 Σ(CINVT(1,6)×CINVT(1,13))
1・=1
とな り,今 月の売上原価 合計(SC)は
　ヨ
SC・・Σ(CINVT(1,7)×CINVT(1,13))
1=1
,ま た今月の総売上高(SS)は
　　
SS・一Σ(CINVT(1,7)×CINVT(1,14))
1=1
とな る。 これ を勘定面で示せ ば(図 表3-4)の 通 りであ る。
在 庫 管 理
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(図表3-4)
ところで,売 掛金管理 カー ドについて述 べた掛売上合計 ΣCRC(1,3)と
在庫管理 カ 一ードに つ い て述 べ た総 売 上高 Σ(CINVT(1・7)×CINVT(1・14))
は,通 常,現 金売 上その他 が含 まれ るので一致 しない。そ こで総 売上高 の算
出の用意を しなけれ ばな らない。
1)そ の最 も単純 な方法 は総売上高 の算 出のた めにSSと 名づけ る一 ワー
ドを とる方法であ る。
2)第 二 の方法は総 売上高 を算 出す るだけでな く,同 時に商 品別販 売分析
お よび販売組織別 分析 を 同時に行 な う方法 であ る。 このため 主記憶装置内
に,(図 表3-5)の よ うな行列を設定す る。
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旛 鰍 く醍!c・ C2 C・1原価合計 売上合計IGP…
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**この合計は販売組織S2についてだけ例示してある。
(図表3-5)
このよ うにす ると,売 上原価の合計額は商品別にみると下か ら三番 目の原
価合計行に,販売組織別に算出した原価は右か ら三番 目の原価合計列に出る。
そ して売上原価の総計は売上原価行 と売上原価列の交点に ΣΣc(IJ)とし
て出る。 この関係は売上高 と売上総利益について もまった く同じである。
この第二の方法は第一の方法に較べ ると数歩進んだ方法である。 しか し,
この方法では財務会計的な意味での実現収益について しか販売分析を行なえ
ない。そ こで第三の方法が必要になる。
(6)
3)別 稿で指摘 した ように,管 理会計のための販売分析はその対象を実現
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(6)前掲拙稿 「販 売管理会計 の基礎 構i造」,p・29・
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収益に限 るべ きではない。 む しろ,在 庫不足のため 取消 され た 註文 の大 き
さ,ま た パ ック ・オ ーダーとな ってい る註文 について明確 な情報 を与 え る必
要があ る。
そ こで,前 図に代え て,(図 表3-6)に 示す よ うな行列を主記憶装 置の内
に展 開 してや る。
この よ うにす ると実現収 益 と しての売上高 と発 生 した費用た る売 上原価 を
商 品別,販 売組織 別に集計 し うるだけで な く,バ ック ・ナ ーダー,キ ャ ソセ
ルについて も商品別 に この両者 の量 を把 握で きる し,ま た販売組織別 に明 ら
かにす る ことがで きる。 したが って,以 下,本 稿 では この売上高算 出のた め
の行列 を販亮分析行列(SalesAnalysisMatrix)とよぶ こ にす る。(但 し・
本稿 では,後 述す る処か ら明 らかに なる よ うに,こ の販売分析行 列の第一行
か ら第m行 まで,お よび第 一列か ら第3n列 までは,金 額計算 を行 なわず,
すべ て数量を記入す る ことにす る。)
上述 した論 旨に従 って,こ こまでの プ ログ ラムを作成すれ ぽ(図 表3-7)
の よ うにな る。 すなわち,売 掛金管理行列ICRC(N1,M1)お よびCRC
(N1,M2),在庫管理行列INVT(N3,M3)お よびCINVT(N4,M4),
また販売分析行列SALES(N5,M5)を 展 開す る場所 を リザ ーヴ す るとと
?
?
??
?
?
?
?ッ
?
??
?
?
? 売上原価
ΣΣC
(LJ)
,//
売 上 高
//
Σ ΣSP(
駆J)_
/
./
売 上
総 利 益
、/
/
ΣΣGP
(1,J)
ΣCB
Σ ΣCB
(1,J)
ΣΣSPCB
(りL
ΣCC
Σ ΣCC
(1,J)
Σ ΣSPCC
(1,J)
3-6)
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NOSOURCESTATEMENT
lCOMMONICRC(10,1),CRC(10,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),SALES(6,20)
2Nl=10
3M1=1
4・N2二10
5M2=9
6N3=5
7M3=1
10N4=5
11M4=15
12N5=6
13M5=20
14DO31J==1,N5
15DO31Jニ1,M5
16SALES(1,J)=o.o
l731CONTINUE
20DOII=1,N1
21BEAD(5,101)lcRc(1,1),(cRc(1,J),J=1,M2)
221CONTINUE
23101FORMAT(17,9F7.0)
24DO21=1,N3
25READ(5,102)INvT(1,1),(clNvT(1,J),J=1,M4)
262CONTINUE
27102FOR]MAT(16,12F4.O,2F6.O,F4.0)
30wRITE(6,191)(lcRc(1,1),(cRc(1,J),J=1,M2),1=1,N1)
31191FORMAT(1H1,21HCREDITCONTROLMATRIX/(1HO,110,9FlO.0))
32wRITE(6,192)(INvT(1,1),(clNvT(1,J),J=1,M4),1=1,N3)
33192FORMAT(1H1,24HINVENTORYCONTROLMATRIX/(lHO,16,15F7.0))
34wRITE(6,193)((sALES(1,J),J=1,15),1=1,N5)
35193FORMAT(lH1,21HSALESANALYSISMATRIX/(1HO,15F7.0))
36wRITE(6,194)((sALEs(1,J),J=16,M5),1=1,N5)
37194FORMAT(1H1,32HSUMMARYOFSALESANALYSISMATRIX/(1HO,5F7.0))
40STOP
41END
(図表3-7)
もに,そ の うち販売 分析行列SALESに ついては,あ らか じめ ク リヤー し
ておか なければ な らない。 そ こで14行 か ら17行の命令 を 用意 したのであ
る。勿論 ク リヤ ーすべ き行列 が 多 くなれば,サ ブ ・ル ーチ ソ で 処理 して も
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(7)
よ い 。
プ ログラムの2行 目か ら13行 目までは プnグ ラム を 一般 化す るた めに,
使 用す る行列 の行数 と列数についてパ ラメーターを定義 したのであ る。す な
わ ち,
Nl-10……顧客 の数(本 稿では10と す る)
M1=・1… …ICRCの 列 数(本 稿 で は 一 列 と した)
N2・=10……CRCの 行 数(N2・==N1で あ るか ら省 略 可 能)
(7)本稿 の場 合 に は配 列 を あ らか じめ ク リヤ ーす るた め に サ ブ ・ル ー チ ソを 使 用 し
な くて も よい が,も しサ ブ ・ル ー チ ンを 使 用 す る と,次 に 示 す よ うに な る。 す な
わ ち,メ イ ン ・プ ロ グ ラ ム の コー ル ・ス テ ー トメ ン トとサ ブ ・ル ー チ ンの間 に 引
数 の対 応 関 係 を 正 し く処 理 しなけ れ ば な らぬ の は 言 うまで もな い が,OKITAC
5090H用 のFORTRANで はactua1argumen七の 配列 とdummyargument
の 配 列 は 次 元数 だ け で な く,ス ケー ル も正 確 に一 致 しなけ れ ば な らな い。 そ こで
メイ ン ・フ.ログ ラム の コモ ン宣 言 が 実 際 に 使 用 す る も の よ りも大 き くな って し ま
うので あ る。
す な わ ち,メ イ ン ・フ.ログ ラム で は 次 の よ うに な り,
COMMONICRC(10,1),CRC(10,20),INVT(10,1),CINVT(10,20),SALES(10,20),
CALLICLEAR(ICRC,N1,M1)
CALLCLEAR(CRC,N2,M2)
CALLICLEAR(INVT,N3,M3)
CALLCLEAR(CINVT,N4,M4)
CALLCLEAR(SALES,N5,M5)
ク リヤ ー す るた め の サ ブ ・ル ー チ ンは,次 の よ うに な る。
SUBROUTINEICLEAR(MATRIX,N,M)
COMMONICRC(10,1),CRC(10,20),INVT(10,1),CINVT(10,20),SALES(10,20),
DIMENSIONMATRIX(10,1)
DOII==1,N
DOIJ=1,M
MATRIx(1,J)=0
1CONTINUE
RETURN
END
SUBROUTINECLEAR(RMAT,N,M)
COMMONICRC(10,1),CRC(10,20),INVT(10,1),CINVT(10,20),SALES(10,20),
DIMENSIONRMAT(10,20)
DOII=1,N
DOIJ=1,M
RMAT(1,J)・=o.0
1CONTINUE
RETURN
END
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M2-9… …CRCの 列数((図 表3-1)参 照 の こと)
N3-5… …INVTの 行数,す なわ ち商品の種類(本 稿では五 と仮定 した)
M3-1… …INVTの 列数(本 稿 では一列 とした)
N4-5… …CINVTの 行数(N4・=N3で あ るか ら,省 略可能)
M4・・15…CINVTの 列数((図 表3-3)参 照の こと)
N5-6… …SALESの行 数(本 稿 では3+3・・6と仮定 した。 なお,(図 表
3-6)参照の こと)
M5=20……SALESの 列数(本 稿 では5×3十5=20と した。(図表3--6)
参 照の こと)
の よ うに定義 してい る。
以上に よ り,(図表3-8)に 示す ように 大 き く分け て三種類 の行 列,す な
わち売掛金管理行列(ICRCお よびCRC),在 庫管理行列(INVNTお よび
CINVT)にデータを読込み,販 売 分析行列(SALES)の 場所 を リザ ーヴし,
ク リヤーす ることがで きる。
3-2マ ス タ ー ・フ ァ イ ル の 読 込
以上に よ り,基 本的な準備 が完 了 したわ けで あ るか ら,次 に,売 掛金管理
フ ァイルの内容 を 売掛金管理行列ICRCとCRCに,在 庫管理 フ ァイル の
内容 を在庫管理行列INVT,CINVTに 読込 んで や らねば な らない。
売掛金管理 カ ー ド と 在庫管理 カー ドは その形 式(FORMAT)も 枚数 も異
な るのが通常であ るか ら,別 々に読 込んでや らね ばな らない。 また,マ ス タ
ー ・フ ァイルであ る上記二つ のフ ァイルは本来 それ ぞれ の か 一 ド枚数が一定
していない。 た とえば,売 掛金管 理 フ ァイルについてみれば,新 規 の顧客を
獲得す ることは企業 の 販売 政策 と して 重要な ポ イ ソ トをなす はずで あるか
ら,こ の点か らすれば売掛金管理 カー ドは増加す るはずで あ る。 ところが,
そ うした努力に も拘わ らず,従 来の顧客の うち消滅す るもの もで て くる。 し
たが って,新 らしい顧客 に対 して掛売 を認め るべ きか否か,認 め る場合の掛
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売限度額如何を決定 し,あ るいは,従 来 の顧客 の うち売掛金 フ ァイルか ら除
外すべ きか否 かを決定す る手続 は,本 稿で論 じてい るプ ロセ スの前段階で決
定 され てい るべ きで ある。
この ように,掛 売 を認め られ る新規顧客の決定が別個 の手続で決定 され,
そ の顧客 に対 して個有 の コー ド・ナ ンバ ーが与 え られ ていれば,売 掛金管 理
フ ァイルはなん らか の基本的分類基準に従 って ソー ト済 とな ってい るはずで
あ る。
か ような前提 の上に立 って考え ると,売 掛金管理 フ ァイルの読込みは,売
掛金管理 カ ー ドの枚数,し たが って行列ICRCお よびCRCの 行数で もあ る
Nlを 終値(terminalparameter)とす るDOル 一ープ で 読 込 めぽ よい 。 勿
論,ENDOFFILEヵ 一 ドを使用 して もよい。 この よ うに考 えると,(図 表
3-7)に示 した メイ ン ・プログ ラムの20行 か ら23行 までの命令で売掛金管
理 フ ァイルの内容 は行 列ICRCとCRCに 読込 まれ る。
また,在 庫管 理 フ ァイルについて も,前 提条件 は売掛金管理 フ ァイル とま
った く同様に考 える ことがで きる。 そ こで,(図 表3-7)に 示 した メイ ン ・
プ ログラムの24行 か ら27行 までの命令で読込 まれ る ことに な る。
これ まで の処理で,一 応主記 憶装置内に記 憶 され た内容 を(図 表3-7)の
30行か ら37行 までの命令で 印刷 してみ る と,(図表3-8)の ようにな る。
CREDITCONTROLMATRIX
llO920150000350008000
2208413000009000077000
3307622000005600023000
410683100000105003000
5205953000005000044500
630457400000175000199000
710336250000120000100000
820214500000361000343500
9301251500002200010500
1030925600000404600330700
12000
85000
2 000
6000
1 000
5000
17 00
0
3000
15000
42000
0
9000
0
3000
0
0
0
0
30000
21000
1000
12000
0
0
(図表3-8)(そ の1)(*)
?
?
?
?
20100
10500
0
18000
?
?
?
?
?
?
15600
5000
0
26000
0
0
0
0
0
0
9570
0
0
39000
0
0
0
0
0
0
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INVENTRYCONTROLMATRIX
1234561251500
6543214003000
2342341501300
5675671701600
7532481002000
Ol30052
30036030067
016013015
160170039
0110025
(図表3-8)
13499122
223262212
111116103
137112117
13311191
(その2)(*)
12520575011001
2291623004402
86725508251
1331121503201
53182603902
SALESANALYSISMATRIX
000000
000000
000000
000000
000000
000000
0000
0000
0000
0000
0000
0000
(図表3-8)(そ の3)(*)
00000
00000
00000
00000
00000
00000
SUMMARYOFSALESANALYSISMATRIX
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(図表3-8)(そ の4)(*)
*注 意1.本図表は 印刷
上 の都合 で(図表3-7)
に示 した書 出 しFOR-
MATの とお りでは な
い。 また,注 意2.(そ
の1)と(そ の2)の
デー タは具 体的に処理
してみ るための仮設例
であ る。
3・-3受 註 カ ー ドの 読 込 とエ ラ ー の チ エ ヅ ク
次に,註 文カー ドを読込んで顧客の信用状態,す なわち売掛限度額 と比較
し,信 用審査に合格 したものについてのみ,ま た,註 文品の発送必要量が存
在す るものについてのみ,以 後の処理を行なわねばならない。換言すればル
/
受註年月日
1～5
A5
DATE(1)
顧客 コー ド
ナ ソ パ ー・
6～12
17
ICUST(1)
顧客 の イ ソボ
イス・ナ ソパ ー
13～18
16
ICUST(2)
販売担当
組 織
19～20
12
ICUST(3)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
21～26
16
ICUST(4)
受註数量
27～30
F4.0
CUST(1)
(図表3-9)
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一チ ン ・ワー クと しての意志決定(デ シジ ョソ ・メ ィキ ソグ)を コソピュー
ターに行 なわせ るのであ る。
この場合,本 稿 が採 用 してい る方法 では,処 理 の前提 条件 として註文 カー
ドが なん らかの基準に よって ソー ト済 とな ってい る必要はない。何故 な ら,
売掛金管 理 フ ァイル は 売 掛金管 理行列ICRCお よびCRCと して メイ ソ ・
メモ リー の 内部にあ り,在 庫管理 フ ァイル は 在庫管理行列INVTお よび
CINVTとして同 じ くメイ ソ ・メモ リー内部に展 開されてい るか らteCRCと
CINVTのいずれ に対 して もラソダ ム ・ア クセスが可能 なか らで ある。 す な
わ ち,本 稿は原理的に オ ン ・ライ ソ ・リアル ・タイ ム(OLRT)処 理 を実行
す ることを前提に してい るのであ る。
そ こで,受 註 カー ドの形 式 を(図 表3-9)の ように設計すれぽ,顧 客か ら
受取 った註文 カー ドの読 込は,
3READ(5,103)DATE(1),ICUST,CUST'
103FORMAT(A5,17,16,12,16,F4.O,F6.0,F7.0,F4.0)
とい う命令に よって行 なわれ る。
なお,受 註 カー ドか ら読 込 まれ るDATE(1),ICUST,CUSTはメイ ン ・
プ ログ ラムだけでな くサ ブ ・ル ーチ ソで も共通に使用 され るか ら,コ ソモ ソ
宣 言を してお く方 が よい。 また,受 註 カー ド上 の 日付 をDAT耳(1)としたの
は,イ ソボ イス作成 にあたって使 用す る 日付 をDATE(2)としよ うとす るか
らであ る。 したが って,DATEも コンモ ソ宣 言を してお く。か よ うに して,
(図表3-7)に 示 した コソモ ソ宣 言は次の ように変更(ま たは追加)さ れ る。
販売単価
31～36
F6.0
CUST(2)
売上金額
37～43
F7.0
CUST(3)
LDT
44～47
F4.0
CUST(4)
カー ド・分
類 コ ー ド
71～72
12
受 取 註 文 カ ー ド
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COMMONICRC(10,1),CRC(10,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),
SALES(6,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
ところで,取 引 カー ドであ るこの受註 カー ドは売掛金管 理 フ ァイルや在庫
管理 フ ァイル よ りもカー ド枚数は一層不安定 であ る。 本稿 ではOLRT処 理
を原理的に前提 してい るのであ るか ら,PCSの よ うに バ ッチ ・トー タル と
Lて 取 引 カー ド枚数 を与え ることは必 らず しも必要ではない。 そ こでEND
OFFILECARDと してなに もパ ソ
チ してない カー ドを与 え,顧 客 の コ
■一・ド ・ナ ンバ ーであ るICUST(1)が
ゼ ロの場合,デ ータ ・デ ックが終了
した ことにす る。何故な ら,幾 カラ
ムもある顧客 の コー ドナ ンバ ーが完
全 に ブラ ンクであ るこ とは,あ りえ
ないか らであ る。
したがって,本 稿 のプ ログラ ムの
最 も基本 的な 流れは(図 表3-10)
に示す よ うに なる。
(図表3-10)の 第三 ブ ロ ックの
最初 に行 な う仕事は受註 カー ドの正
確性 の検査であ る。
この正確性 の検 査は,受 註 カー ド
上の顧 客の コー ドナ ソバ ーが売掛金
管理 フ ァイル中に存在す るか否か,
受 註品の コー ド・ナ ンバ ーが在庫 管
理 フ ァイル中に存在す るか否か,と
い う二 つの検査が基本的 な ものであ
る。 も し,こ の二つ の条件が満 され(図 表3-10)
倒
『7
次 の 註 文 ヵ 一 ド
の 読 込 み
(D
(皿)
(皿)
キ
ICUST(1):0
〈
次 の 命 令
1
寺
「 嗣 一 一 一 「l
L_____1
、
Ψ
↓
二 つ の マ ス タ ー ・
フ ア イ ル
お よ び 販 売 分 析
行 列 のOutput
一
終
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ないな らば,他 の処理 を行 なって も意味 がない。
もし,こ の二つの条件 を と もに満 足す るな らば,販 売 単価が正 しいか ど う
か,売 上金額の計算に間違いはないか等,そ の他の検査を行な うことができ
る 。
そ こで本稿 では まず受註商品に対 して該 当在庫 品の コー ド ・ナ ンパ ーを決
定す る仕事 か ら処理す ることに した。(図表3-一・11)に示 した メイ ソ ・プPグ
373READ(5,103)DATE(1),ICUST,CUST
40103FORMAT(A5,17,16,12,16,F4.0,F6.0,F7.0,F4.0)
41 IF(ICUST(1).EQ.o)GOTO22 ENDOFFILEの 検 出
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
NER=N3十l
DO51=1,NER
IF(1.NE.NER)GOTO4
CALLERROR(1,0.0,0.0)
GOTO3
41F(ICUST(4)。EQ.INVT(1,1)GOTO6
5CONTINUE
受 註 商 品 の コー ド ・ナ ン
バ ■一一ICUST(4)の パ ソ
チ ・エ ラー の検 出
?
??
?
?
」
?
」
?
」
61F(CUST(2).EQ.CINVT(1,14))GOTO7
CALLERROR(2,CINVT(1,14),0.0)
GOTO3
受註票の販売価格CUST
(2)と在庫管理行列の販
売価格CINVT(L14)
?
?
?
?
?
?
?
」
?
??
?
」
7SAMT=CINVT(1,14)*CqST(1)
IF(SAMT.EQ.CUST(3))GOTO8
CALLERROR(3,0.0,SAMT)
GOTO3
受註票の売上金額CUST
(3)の検算
?
?
?
?
?
?
》
?
??
??
??
??
??
??
??
8NER=N1十1
DO10J=1,NER
IF(J.NE.NER)GoTog
CALLERROR(4,0.O,0.0)
GOTO3
91F(IcusT(1).EQ・IcRc(J,1))GoTO11
10CONTINUE
顧 客 の コー ド ・ナ ソバ ー
ICUST(1)のパ ンチ ・エ
ラー の 検 出
?
?
?
?
?
??
?ー
?
?
??
?
?
11DO12K=3,M2
12sAMT=sAMT十cRc(J,K)
IF(cRc(J,1).GEsAMT)GoTo13
cALLERRoR(5,cRc(J,1),sAMT)
GOTO3
(図表3-11)
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ラムの42行 か ら50行が これであ る。
この プ ログラムの 考え方は(図 表3-8)(そ の2)を 見れば明 らかな よう
に,在 庫管理行 列の うち商 品の コー ド ・ナ ソバ ー部分 は行数(1)と,そ れ
に対応す る商 品の実際の コー ド ・ナ ソバ ーとが無関係であ るこ とを可能 に し
よ うとす る立場 であ る。そ こで,行 列INVT(N3,M3)の第一行 か らと もか
く商 品の コー ド ・ナ ンバ ーを取 り出 し,そ れ と顧客の註文品の コー ド・ナ ソ
バーICUST(4)とを比較 してい るので ある。
通常 の場合,行 列INVTの 第一行か ら最後 の第N3行 まで調べれぽ,受
註商品 の コー ド ・ナ ンバ ーICUST(4)に一致す る ものが発 見で きるはずで
ある。受註 カー ド上 の商 品 コー ド ・ナ ソバ ーに一致す るものが発見 で きない
場 合は明 らか に パ ンチ ・エ ラー であ るか ら,パ ンチ ・エ ラー を 処理す るサ
ブ ・ル ーチ ンに飛ばせれば よい。
す なわ ち,こ の コー ド ・ナ ン■〈・一の パ ソチ ・エ ラーを発見す るため43行
にあ るDOル ープの ター ミナル ・パ ラメーターをN3で は な く(N3+1),
すなわ ちNERと して設 定 したので あ る。 この点を フ ロー ・チ ャー トとして
示 したのが(図 表3-12)で あ る。
受註 カー ド上 の顧客 の コー ド ・ナ ンバ ーが売掛金管理行列の 中に存在す る
か否かの検 査は(図 表3-11)で は60行 か ら66行 までに示 され てい る。 こ
れは上述 の商品 コー ド ・ナ ソバ ーの検査 と,ま った く同一 の方法であ るか ら
説明の要はあ るまい。 ただ,NERを(N1+1)と した点が異 な るだけであ
る。Nlは 言 うまで もな く売掛金管理行列の行数,す なわ ち売掛金管理 フ ァ
イルに登録 されてい る得意先 の数で ある。 また,45行 か ら72行 の間にあ る
サ ブ ・ルーチ ソERRORに ついては後述 の説明を読 まれたい。
ただ し,こ の検査が有効 なのは マス ター ・フ ァイルに登録 されていない コ
ー ド ・ナ ソバ ーについ てだけであ って,ミ ス ・パ ソチ していて も,そ れが登
録 されてい るコー ド ・ナ ンバ ーであれば,間 違 った まま処理 して しま う。 ち
ょうど,勘 定科 日を間違えた仕訳 が,試 算表では検 出されないの と同様であ
竜子計算機による販売管理会計(藤 田)
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(lll-一:10)の次 の 取 引
Ilより カ ー ドの読 込
ICUST(4):
lNVT(1,1
ICUST(4)の
パ ンチ ・エ ラー
処理 ル ー チ ン
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(図表3-12)
る。 したが って,パ ンチの正確性は本稿で処理す る以前の段階で充分確認 さ
れなけれぽな らない。
ところで,(図表3-11)51行目か ら53行にわたる命令は受註商品が在庫
品である場合,販 売価格の検査を し,合 致す るものは販売金額計算の正否を
検査す るため7へ 飛ばせ,合 致 しない ものは サ ブ ・ルーチンERRORを 呼
んで処理 しようとす るものである。
また,54行か ら57行の命令は,受 註票の売上金額の検算を も行な うもの
である。
さらに,67行か ら73行の命令は,も し受註票の掛売を認める場合に,新
らしい掛売残高の合計額が各顧客に対 して設定 した限度額以内に止まってい
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(図表3-13)
るか否かを検 査す るもので
あ る。
ここまでの フ ロー ・チ ャ
ー トを示す と(図 表3-13)
の ようにな る。
ただ し,上 述 の処理には
二つの 注意すべ き 点 が あ
る。そ の一は,本 稿では マ
ス ター ・フ ァイルである在
庫管 理行列 との照合に よる
検査 と売掛金管理行列 との
り
照合に よる検 査を 自由に行
なったが,一 般 には,こ れ
ら二つの マス ター ・フ ァイ
ルを同時 にすべ て メイ ソ ・
メモ リーに展開す ることは
で きないか ら,受 註商 品の
コー ド ・ナ ソバ ー と顧 客の
コー ド・ナ ソバ ーのパ ソチ・
エ ラーとい う二つの形式検
査(formatverification)
を中心 に して合理的な検 査
方法 を工夫 しなければな ら
ないであ ろ うとい う点であ
る。 また,第 二 の 注意点
は,本 稿で は受註 カー ド上
の販売価格CUST(2)と在
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庫管理行列上の販売価格CINVT(1,14)を単に比較 しただけであるが,実 際
には,こ のように単純でない場合の方が多いであろ う。すなわち,売 上数量
割引,売 上値引,減 耗引当分,そ の他特殊な販売条件に よって価格が修正さ
れるであろ う。 したがって,そ のような特殊な販売条件が正当性をもつか否
かの検査が必要になる。 しか し,本稿では,プ ログラムをあまり複雑に しな
いため,こ れ らの諸条件はすべて無視 している。
3-4エ ラ ー 処 理 の た め の サ ブ ・ル ー チ ソ
(図表3-11)お よび(図 表3-13)に 示 した よ うに,本 稿 では受取註文 カ
ー ドについて五つ のエ ラーを発 見す るよ うに してあ る。
そ こで,こ れ ら五種類 のエ ラーが発見 された場合にそなえて,適 当 な処理
プ ログラムを作成 しておかなけれぽな らない。
本稿では(図 表3-14)に示す よ うにERRORと い うサ ブ ・プ ログラムの
4行 目で コール ・ステー トメ ソ トの最初 の実 引数,す なわ ちサ ブ ・ル ーチ ソ
ERRORの ダ ミー ・アーギ ュメ ソ トIPを 判定 し,五 種類 のエ ラーのそれ ぞ
れに適 した処理 を行 なわせ ている。
(図表3-11)お よび(図 表3-13)に つい て言えぽ,最 初 の='ラー処理 は
商 品 コー ド・ナ ソバ ーの ミス ・パ ソチを処理す るのであ るか ら,本 稿 の範囲
に限 ってみれば,こ の処理 はパ ソチ ・エラーの存在 を書 き出すだけで充 分で
ある。
また,二 番 目の エラーは受取註文 カー ド上の販売価格 のパ ソチ ・エラーで
あるか ら,こ の エラーを直 ちに正 しい販 売価 格に訂正 して処理す るのは,一
般 に妥当では ないであ ろ う。何故な ら顧客 との契約 は間違 った価格で行 なわ
れてい るか も知れ ないか らであ る。 したが って,本 稿 の範囲 に 関す るか ぎ
り,単 純 な書 き出 しを行 なえぽ充分で ある。
これに対 し,第 三 のエラーは販売金額 の計 算間違 いであ るか ら,正 しい金
額に訂正 して,直 に次の処理 を続け る方が能率 的で あ るが,慎 重を期す と言
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う点 か らす れ ば,こ れ も エ ラ ーを 書 き 出 し,他 の エ ラ ー ・カ ー ド と一 緒 に 註
文受付部門に返す方が よいであろ う。 この意味で,本 稿では単純な書き出 し
処理を行な うに止めた。
第 四 の エ ラ ーに つ い て も第 一 の エ ラ ー と 同 じ立 場 を と っ た 。 た だ,第 五 の
エ ラーだけは他の四つのエ ラーとは質的に異 な り,企 業 の政策 に よってエ ラ
一とされ た ものであ る。 したが って,こ の掛売 限度を設定 した方法その もの
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SUBROUTINEERROR(IP,PRICE,AMONT)
COMMONICRC(10,1),CRC(10,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),SALES
1(6,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
GOTO(1,2,3,4,5),IP
lWRITE(6,201)DATE(1),ICUST,CUST
201FORMAT(IH1,36HPUNCHERROROFCOMMODITYCODENUMBER
1/1HO,7X,22HCUSTOMERloSSALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4F
10.0/1H,41X,13H(PUNCHERROR))
RETURN
2WRITE(6,202)DATE(1),ICUST,CUST,PRICE
202FORMAT(1H1,31HPUNCHERROROFUNITSALESPRICE/1HO,7X,
122HCUSTOMERloSSALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4FIO.0/1HO,38X,
224HRIGHTUNITSALESPRICE=,F10.0)
RETURN
3WRITE(6,203)DATE(1),ICUST,CUST,AMONT
203FORMAT(1且1,27且PUNCHERROROFSALESAMOUNT/1HO,7X,22
1HCUSTOMERloSSALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4F10.0/IHO,52X,
220HRIGHTSALESAMOUNT=,F10。0)
RETURN
4WRITE(6,204)DATE(1),ICUST,CUST
204FORMAT(1H1,37HPUNCHERROROFCUSTOMERloSCODENUMB
lER/1HO,7X,22HCUSTOMER,uSSALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4F
10.0/1H,11X,13H(PUNCHERROR))
RETURN
5WRITE(6,205)DATE(1),ICUST,CUST,PRICE,AMONT
205FORMAT(1H1,17HOVERCREDITLIMIT/1HO,7X,22HCUSTOMERIoS
lSALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4FlO.0/1HO,7X,14HCREDITLIMIT
2=,F10.0,5X,8HTOTAL=,F10.0)
RETURN
END
注意 本稿 では 印刷上 の制約 のため.FORMATが 二行以上 にわ た る場合,実 際 の
カー ドのパ ンチ と異 な らざるをえ なか った。以下 の プ ログ ラムで も同 じこと
が お こるので諒 承 され たい。
(図表3-14)
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の正 当性 を吟味す る材料 として,こ の第五のエ ラー発生 を処理 しなけれぽ な
らないが,こ れ も本稿 の範 囲を越え る問題 であ るか ら単な る書 き出 しに とど
めたo
以上,エ ラーに関す るサ ブル ーチ ン ・プ ログラムを 示す と(図 表3・一14)
の ようになる。
3-5バ ッ ク ・オ ー ダ ー の 処 理
エ ラーのチエ ックお よび掛売限度額 の検査が終了 したな らば,次 に発送必
要量が在庫す るか否か を検査 しなけれぽな らない。
通常,在 庫管理 の問題は,最 適再発註量(optimumreorderquantity)最
適再発註点(optimumreorderpojnt)をいかに して 決定す るか とい う問題
であ る。 こ うした ことが重要であ るのは言 うまで もないが,本 稿では最適再
発註量や最適再註点は既 に決定 してある もの と仮定す る。す なわ ち,最 適再
発註量や最適再発 註点が決定 され てい る とき,バ ック ・オ ーダーや キ ャンセ
ルは依然 としてあ る確率 を もって発生す るであ ろ う。 したが って,パ ヅク ・
オ ーダーやキ ャンセルの発生 を どの よ うに処理 す るか とい うのが,本 稿で取
扱お うとす る問題 であ る。
い ま,受 註 カー ド上のCUST(4),すなわ ち リー ド ・タイム欄 に0,1,21,
22,23,・一,31,32,33…… とい うコー ドを もって顧 客の待 ち条件 を示す
もの とす る。
0……在庫不 足の場合,註 文全部 をキ ャソセルす る。
1……在庫量だけ発送 して,残 部 につい ては キ ャソセルす る。
21……在庫量 だけ発送 して,残 部につい てはバ ック ・ナ ーダーとす るが,
余裕期 間は一・単位期間で あ る。
22……在庫量 だけ発送 して,残 部につい ては バ ック ・オ ーダーとす るが,
余裕期 間は二単位期 間であ る。
23……在庫量だけ発送 して,残 部 につ いては バ ック ・オ ーダーとす るが,
余裕期 間は三単位期 間で あ る。
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31……部分発送せず,全 量 を・㍉ ク ・オ ーダーとす る。但 し,余 裕期 間は
一単位期間であ る。
32……部分発送せず,全 量 をパ ック ・オ ーダー とす る。但 し,余 祐期間は
二単位期間であ る。
33……部分発送せず,全 量 をバ ック ・オーダー とす る。但 し,余 祐期間は
三単位期 間であ る。
何故 な ら,顧 客 の条件 は在庫不足 の とき,
1)註 文全部を取 消す か
2)在 庫量だけ発送す るか
3)全 部バ ック ・オ ーダーとす るか
のいずれかであ り,さ らに2)在 庫量だけ発送す る場合は,
2-1)残部をキ ャソセルす るか
2-2)残部をバ ック ・ナーダーにす るか
のいずれかであ る。
また,3)全 部バ ック ・オ ーダーにす る場合 と,残 部 を バ ック ・オーダー
にす る場合で も余裕期 間が無限 とい うことはない。 したが って,余 裕期間内
に発送可能か否 かを決定 しなけれぽ な らない。 か ように して,上 述 の よ うな
コーデイ ソグ方法で,顧 客の リー ド ・タイ ムを示す ことが必 要にな る。
か ような方法に立 ってプ ログラムを組む と,メ イ ン ・プ ログラムは(図 表
3-15)のよ うにな り,サ ブ ・プ ログ ラムは(図 表3-16),また フ ロー ・チ
ャー トは(図 表3-一17)および(図 表3-18)の ようにな る。
す なわち,メ イ ソ ・プ ログラム74行 の命令は在庫量CINVT(1,5)と発 送
必要量CUST(1)を 比較 し,発 送必 要量だけ在庫 があれば,直 ちに20へ 飛
び,さ もなければ,詳 細な検 査に移ろ うとす るのであ る。
75行か ら77行は,在 庫量が不足 した場 合,顧 客 の要求す る待 ち条件が在
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131F(CINVT(1,5)。GECUST(1))GOTO20
1F(CUST(4).NE.0.0)GOTO14
99CALLBANDC(0,1,0.0,1)
GOTO3
141F(CUST(4).NE.1.0)GOTO16
15CALLBANDC(O,1,1.0,2)
GOTO20
16LDT=CUST(4)/10.O
IF(LDT.EQ.3)GOTO17
XLDT=CUST(4)_20.O
IF(CINVT(1,9).GT.XLDT)GOTO15
CALLBANDC(1,1,1.0,3)
GOTO20
17XLDT=CUST(4)_30.O
IF(CINVT(1,9).GT.XLDT)GOTO99
CALLBANDC(1,1,0.O,4)
GOTO3
20CINVT(1,5)=CINVT(1,5)-CUST(1)
IF(CINVT(1,5).GT,CINVT(1,1))GOTO21
CALLREODR(1)
21cRc(J,3)=cRc(J,3)十cusT(3)
cRc(J,4)=CRC(J,4)十cusT(3)
CINVT(1,7)=CINVT(1,7)十CUST(1)
IS=1*3_2
1SU=ICUST(3)
SALES(ISU,IS)=SALES(ISU,IS)十CUST(1)
CALLBILL(INUM)
INUM=INUM十1
GOTO3
(図表3-15)
庫 不足 の ときは,直 ちに全量 キ ャンセルを指示 す るものか否 かを検査 し,も
し,そ うで あ れ ば サ ブ ・ル ー チ ソBANDCを コ 一ー一・ル し,次 の 受 註 カ ー ド の
読 込みに移 り,そ うでなければ,リ ー ド・タイ ム条件 が在庫 量だけ発送 し,
不足量は キ ャソセルす るのか否かを しらべ る命令に飛 ば してい るのであ る。
以上二つ の条件のいずれに も該 当 しない ときは,前 述 の コーディ ング方法
で は,リ 一ード ・タ イ ムが20代 も し くは30代 に 該 当 す る場 合 で あ る か ら,こ
の 判 定 を しな け れ ぽ な らな い 。 メ イ ソ ・フoログ ラ ム の103行 か ら113行 ま で
が これであ る。
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CINVT(1,9,):XLDT
全 量 バ ック
Sub.BANDC
IP_1Y_O
IX_IID_4
CUST(4)二〇
LDT=CUST(4)÷10
在庫分発送
NO
CINVT(1,5)=CINVT(L5)-CUST(1)
在 庫現 在 高の更 新
Sub.BAN1)C
IP_〔,Y_〔}
IX_IID_[
Sub,BANI)C.
1丁)...oY..,l
IX_II1)_2
Sub,BANDC
IP_置Y_且
IX_置ID_3
Sub,
REODR
⑳
(図表3-16)
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103行の
16LDT・=CUST(4)/10.0
とい うのはCUST(4)に示 されてい る リー ド ・タイ ム条件 の一 の位 を切捨 て
るためであ る。104行の命令は20代 に属す るか30代 に属す るかの判定 であ
る。
もし,20代に属すれば,105の命令で リー ド ・タイ ム条件 の下一桁 だけ を
と り出 し,106行の命令で顧客 の示す待 ち期間 と在庫管理行列 にあ る余 裕期
間を比較 し,在 庫管理行列 の余裕期 間CINVT(1,9)の方が大 きければ顧客
を満足 させ る ことはで きないか ら,不 足量 も当然キ ャンセル され ることにな
る。 これは結局,コ ー ド ・ナ ソバ ー1,す なわ ち在庫量 だけ発送 し,不 足分
はキ ャ ソセルす るの と等 しい ことに な る。 そ こで15へ 飛ぽせ る。 もし,顧
客の示す余 裕期 間の方 が大 きけれぽ,不 足量はバ ック ・オ ーダーとな る。そ
こで107行でサ ブ ・ル ーチ ソBANDCを コール してい るので ある。
104行の判定で 顧 客の示す 条件 が30代 であれば,111行 で 下一桁 を と り
出 し,112行で20代 について 行 な った と同 じ,検 査 を行 な う。 この場合,
CINVT(1・9)の方が大 きければ,顧 客は結 局,全 量を キ ャンセルす ることに
な るか ら99に飛 ばせ,さ もなけれぽ 全量が バ ック ・オーダーとな るか らサ
ブ ・ル ーチ ソBANDCを コール し,そ の処理 を終えたな らば,全 量・ミック・
オ ーダーであ るか ら,再 発 註点の検査,そ の他は省略 して,直 ちに次 の カー
ド読込みに移 る。
ところで,上 述 のサ ブ ・ル ーチ ソBANDCの 内容は(図 表3-17)に示す
とお りであ るが,若 干 この内容 を説明 しょう。
上述 した よ うにバ ック ・オ ーダーとキ ャンセルは,き わめ て密接 な関係 に
あ り,か つ,そ の種類は結局の ところ西種類であ る。そ こでサ ブ ・ル ーチ ソ
BANDCは 四種類 の ア ウ ト・プ ットを 区別で きなけれぽ な らない。 このた
め,(図 表3-17)257行の
SUBROUTINEBANDC(IP,IX,Y,ID)
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において,ダ ミー ・アーギ=メ ソ トのIDで,こ の四種類 の区別 を受け取 り,
270行の命令で行先 を決定 してい るのであ る。
262行か ら267行の命令は ノミック ・オ ーダ ーお よびキ ャソセルを販売分析
行 列に記入す るためであ る。
販売分析行 列は各商品について三列宛割 当 ててあ る。 したが って,在 庫管
理行 列の行数1を 販売 分析行列 の列数JSに 変 換す る命令が,262行の
JS=Ix*3-IP
であ る。 キ ャソセルの場合,IP・・-Oとすれば よ く,バ ック ・オーダーの場 合
IP・-1,通常の売 上の場合 にはIP-2と い う関係にな る。
264行の
SHORT-CUST(1)-CINVT(IX,5)*Y
は不足量 の算定式 であ って,バ ック ・オ ーダー とな る場 合はYが1,キ ャン
セ ルの場 合はYを0と す る。 か くして販売分析行列 のバ ック ・オ ーダー列 お
よびキ ャソセル列に数 量 を 記入す るこ とがで きる(265行)。266行お よび
267行は,バ ック ・ナーダーまたはキ ャソセルに応 じて,受 註 力e-一・ドの受註
数量 お よび金額欄を修正す る命令であ る。
なお,バ ック ・オ ・ー一ダ ーや キ ャ ンセ ル とは 関係 が ないが,(図 表3-15)の
115行以下につ いて若干説明を加え よ う。
115行は註文量 の全部 または一部発送に よ り,新 らしい在庫現在高 を算 出
し,116行で更新 され た在庫高 と,そ の商品 の再発註点 とを比較 し,も し補
充 が必要であれば補充 のための サ ブ ・ル ーチ ソREODRを コ・一ル してい る
ので あ る(117行)。
商品 を補充す る と否 とにかかわ らず,発 送 したな らば,売 掛金管 理行 列の
該当す る顧 客について,今 月掛売高(CRC(1,3))と今月売掛金残高(CRC
(1,4))を更新 してや り(120行お よび121行),ま た在庫管理行列の今月 出
荷(CINVT(1,7))を更新 してや らねば な らない(122行)。
123行か ら125行は販売分析行列の該 当す る個所 に 発送数量 を記入 してや
電子計算機による販売管理会計(藤 田) 一 一117・一
る も の で あ り,123行 お よび124行 の 命 令 は,パ ック ・オ ー ダ ー お よび キ ャ
ソセルの とき述べた変 換 と同 じであ る。
か くして,発 送 品についてイ ンボイスを作成 す るために126行でサ ブ ・ル
一一チ ソBILLを コ ー ル して い る の で あ る。127行 のINUMは イ ンボ イ ス ・
ナ ソパ ーを更新 してや るためであ る。
バ ッ ク ・オ ー ダ ー お よ び キ ャ ソ セ ル の た め の サ ブ 。ル ー チ ソを 示 す と(図
表3-17)の よ うに な る。
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SUBROUTINEBANDC(IP,IX,Y,ID)
COMMONICRC(10,1),CRC(10,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),SALES
1(6,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
JS=lx*3-IP
ISU=ICUST(3)
SHORT==CUST(1)-CINVT(IX,5)*Y
sALEs(Isu,Js)==SALES(lsu,Js)十sHoRT
CUST(1)=CINVT(IX,5)*Y
CUST(3)=CINVT(IX,5)*CUST(2)*Y
GOTO(1,2,3,4),ID
lWRITE(6,301)DATE(1),ICUST,CUST
301FORMAT(IH1,12HTOTALCANCEL/IHO,7X,22HCUSTOMER【oSSAL
lESORDER/1HO,7X,A5,4110,4FIO.O)
RETURN
2WRITE(6,302)DATE(1),ICUST,CUST,SHORT
302FORMAT(1Hl,15HSHORTAGECANCEL/1HO,7X,22HCUSTO]MERI。S
lSALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4F10.0/IHO,31X,21HINVENTORY
SHORTAGE=,F10.0)
RETURN
3WRITE(6,303)DATE(1),ICUST,CUST,S且ORT
303FORMAT(1H1,17HSHIPPINGANDBACK/1HO,7X,22HCUSTOMER」oS
lSALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4FIO.0/1HO,14X,30HBACKORDER
2(SHORTAGE)QUANTITY=,F10.0)
RETURN
4WRITE(6,304)DATE(1),ICUST,CUST,SHORT
304FORMAT(1HI,16HTOTALBACKORDER/1HO,7X,22HCUSTOMERloS
ISALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4F10.0/1HO,13X,39HBACKORDER
2QUANTITY(ORDEREDQUANTITY)ニ,FIO.O)
RETURN
END
(図表3-17)
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3-6販 売分析行列の処理
上述 した処理に より受取った註文書の処理の大半を終了 したわけである。
したがって,次 に販売分析行列の計算について述べ よう。
本稿では販売分析行列は(図 表3-6)に示す ような構造を もっている。 し
たがって,各 販売組織毎に売上原価,売 上高,売 上総利益,バ ヅク ・オーダ
ー金額,キ ャンセル金額を算出す るとともに,他 方では商品別にこれ らの金
額を算出することができる。
本稿では,(図表3-18)に示す ように,ま ず販売組織別の計算か ら行なっ
ている。
この演算は基本的には三行五列の販売分析行列 と五行二列の売上原価 ・販
売価格行列の乗算である。 しか し,販 売分析行列は一つの商品について三列
つつ割当て られているので,若 干,工 夫す る必要がある。
商品1商 品2 商品5 原価 売価
販売組織1
販売組織2
販売組織3
?
?
?
?
?
…
…
?
?
?
?
?
す なわち,外 側のDOル ープで1を 販売組織 の数だけ変 化 させ るのは当
然であ るが,内 側のDOル ープ ではJは 三刻 みで 増加 しなければな らな
い。 ところが,売 上原価,販 売価格行列 の中にあ る対応す る原価 や売価 は一・
つ刻 みで増加 してゆ く。 したが って,内 側のDOル ープの直前 にJJ-・1を
置 き,内 側のDOル ープの最後,す なわち コソテ ィニL-・ ステー トメ ン ト
の直前 にJJ-JJ+1を置いたのであ る。 こ うす ることに よって販売組織 別の
売上原価合計はSALES(1・16)に求め られ,売 上高はSALES(1,17)に,
したが って 売上総利 益はSALES(1,18)に出て くる。 また,各 販売組織 別
のバ ック ・オ■一・ダーはSALES(1,19)に,キャソセルはSALES(1,20)に
出て くる。
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131CPROGRAMDIVJSIONOFSALESANALYSISMATRIX
13222DO241=1,N6
133JJ=1
134DO23J=1,15,3
135sALEs(1,16)=sALEs(1,16)十sALES(1,J)*cINvT(JJ,13)
136sALEs(1,19)=sALEs(1,19)十sALEs(1,J十1)*cINvT(JJ,13)の
137sALEs(1,20)=sALEs(1,20)十sALEs(1,J十2)*cINvT(JJ,13)
140sALEs(1,17)=sALEs(1,17)十SALEs(1,J)*cINvT(JJ,14)
141JJ=JJ十1
14223CONTINUE
l43SALES(1,18)=SALES(1,17)-SALES(1,16)
14424CONTINUE
145DO26K=1,N3
146J=K*3-2
147DO251=1,N6
150sALEs(N5-2,J)=sALEs(N5-2,J)十sALEs(1,J)*cINvT(K13)
151sALEs(N5-2,J十1)=sALEs(N5-2,J十1)十sALEs(1,J十1)*cINvT(K,13)
152sALEs(N5-2,J十2)=sALEs(N5-2,J十2)十sALEs(1,J十2)*clNvT(K,13)
153sALEs(N5-1,J)=sALEs(N5-1,J)十sALEs(1,J)*cINvT(K,14)
15425CONTINUE
155sALEs(N5,J)=sALEs(N5-1,J)-sALEs(N5-2,J)
15626CONTINUE
157DO271=1,N6
160SALES(N5-2,16)=・SALESてN5-2,16)十SALES(1,16)
161SALES(N5-1,17)=SALES(N5_1,17)十SALES(1,17)
162SALES(N5,18)=SALES(N5,18)十SALES(1,18)
163SALES(N5-2,19)=SALES(N5-2,19)十SALES(1,19)
164SALES(N5-2,20)=SALES(N5-2,20)十SALES(1,20)
16527CONTINUE
166WRITE(6,191)(ICRC(1,1),(CRC(1,J),J==1,M2),1=1,N1)
167191FORMAT(1H1,21HCREDITCONTROLMATRIX/(1HO,IlO,9F10.0))
170wRITE(6,192)(INvT(1,1),(cINvT(1,J),J=1,M4),1=1,N3)
171192FORMAT(1H1,24HINVENTORYCONTROLMATRIX/(IHO,16,15F7.0))
172wRITE(6,193)((sALEs(1,J),J=1,15),1=1,N5)
173193FORMAT(lH1,21HSALESANALYSISMATRIX/(1HO,15F7.0))
174wRITE(6,194)((sALEs(1,J),J=16,20),1=1,N5)
175194FORMAT(1H1,32HSUMMARYOFSALESANALYSISMATRIX/(1HO,
5F7.0))
176STOP
177END
(図表3-18)
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と こ ろ で,こ れ らの 数 値 を 商 品 別 に 求 め る た め に は,た と え ば 売 上 原 価 を
と っ て み る と
sALEs(N5-2,J)一一SALES(N5-2,J)+sALEs(1,J)*cINvT(K,13)
に お い て,1が1か らN6ま で 変 化 す る の に 対 し て 売 上 原 価 ・販 売 価 格 行 列
●
の行数Kと販売分析行列の列数Jとの間に
K・=1K・=・2・ ・… ・K=5
J=lJ=4-・ …J冨=13
J十1=2J十1=5・ 一…J十1=・=14
J十2=:3J十2=6-・ …J十2=15
と い う関 係 が 成 立 しな け れ ば な らな い 。
そ こで,外 側 のDOル ー プでKを1か らN3ま で 変 化 させ る と と も に,
Kの 各 々 の 値 に 対 し てJ・ ・K×3-2と い う定 義 を 行 な い,こ の 条 件 の 下 で
内 側 のDOル ・ープ で1を1か らN6ま で 変 化 さ せ て や れ ば よ い こ と に な る。
ま た,こ の 期 間 に お け る企 業 全 体 と して の,こ れ らの 数 値 は
DO271・-1,N6
27CONTINUE
まで の命令に よって算出す ることがで きる。
販 売分析行列 の 印刷命令はFORMAT191か ら194を使用 して行 えば よ
いo
3-7テ ー ブ ル ・コ ソ ス タ ン トの 変 更
ところで,上 述 の プ ログラムは メイ ソ・プ ログラム とサ ブ・ルーチ ソを合せ
て223ステ ップに な り,この ままでは小樽商大 の電子計算機OI(ITAC5090H
(8K)でFORTRAN処理 を行 な うことがで きない。何故な らSTATEMENT
NUMBERお よびCONSTANTに 関す るS表 とC表 がOVERFLOWを
お こすか らであ る。 したが って,コ ソ トロール ・カー ド の 最初にTABLE
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CONSTANTの 変 更 カ ー ドを 追 加 して や らな け れ ぽ な らな い 。 本 稿 で は,下
記 の 標 準 仕 様 に お け るn4を 百 だ け 増 加 し,n2,n3を そ れ ぞ れ 五 〇 つ つ 減 少
し て 処 理 した 。
TABLECONSTANTnl,n2,n3,n4
標 準 の 大 き さ … …512320256512
本 稿 で の 大 き さ ・… ・・512270206612
これ が(図 表3-20)の 最 初 に 示 した コ ソ ト ロ ー ル ・カ ー ド ・ リス トの 一
行 目
lTABLECONSTANT512,270,206,612
の 意 味 で あ る。
な お,以 上 に 説 明 した 全 プ ロ グ ラ ムを ま とめ て 示 す と(図 表3-20)の よ
うに な る。
3-8磁 気 テープに よるFORMATの 処理
上述 の プ ログラムで 目立つ ことは ア ウ トプ ッ ト用 のFORMATが 多 く,
そ のために テ ーブル ・コンス タン トを 変 更 しなければ な らな くなった こと
であ る。 また,そ のため プ ログラム全体 が 長 くな ってい る。 したが って,
FORMATを あ らか じめ 磁気 テープに読 込んでお き,必 要な時 に これ を利用
して処理す ることにす ると,他 の一層複雑で大 きなプ ログラムを作成す ると
き役立つ ことにな る。
ことにわれわれの よ うに科学技術計算ではな く,事 務 処理 に電子計算機を
使用す る場合,イ ソプ ッ トとア ウ トプ ッ トにおけ るフオ ーマ ヅ トが非常に多
く,か つ,正 確で よ く判 る よ うにす れぽす るほ ど,こ れが複雑 にな るか らフ
オ ーマ ッ トの扱い方を工夫す ることは重要であ る。
そ こで,以 下,こ の方法を考えてみ よ う。
い ま,前 節 で使用 したFORMATに つ ぎの よ うな 番号 を 与 え ることにす
る。
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第18巻 第3号
FORMAT201
FORMAT202
FORMAT203
FORMAT204
FORMAT205
FORMAT301
FORMAT302
FORMAT303
FORMAT304
FORMAT311
FORMAT312
FORMAT313
FORMAT314
FORMAT110
FORMAT120
FORMATl91
FORMATl92
FORMAT193
FORMAT194
勿論,前 節の プ ログラムで使用 したすべ てのFORMATを 磁気 テーフ.に記
録 して もよいが,あ ま り単純 な ものは省略 したのであ る。
FORMAT201か らFORMAT194ま での一九個のFORMATの 左 角派
か ら右角派 までを カー ドの一 カラムか ら七〇 カラ ムまでの範囲にパ ンチ して
お く,こ の よ うに準備す ると,次 の命令で一 九個のFORMATを 磁気 テ ープ
に書 き込む ことがで きる。す なわ ち
DIMENSIONFMT(20)
REWIND2
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DO9991=1,19
READ(5,991)(FMT(J),J=1,20)
WRITE(2)FMT
991FORMAT(10A7)
999CONTINUE
REWIND2
と こ ろ で,か よ うに 磁 気 テ ー フ.に記 録 した 一 九 個 のFORMATは メ イ ソ ・
プ ロ グ ラ ム とサ ブ ・ル ー チ ソの 一 九 個 所 で,そ れ ぞ れ 必 要 なFORMATを 呼
び 出 さ な け れ ば な らな い 。 した が っ て,前 節 で 使 用 した サ ブ ・ル ー チ ソ の ほ
か に,も う一 つFORMATの 呼 び 出 し用 の サ ブ ・ル ー チ ソを 作 らね ぽ な らな
いo
す なわ ち,メ イ ソ ・プ ログラムや サブ ・ル ーチ ソの中で,FORMATが 必
要 になる と
CALLRMT(1)
WRITE(6,FMT)
として,1に 必要なFORMATナ ンパ ーを入れ,そ れを使用 して書 き出せぽ
よい。
そ こで,磁 気 テ ープ か ら 読み 出す サ ブ ・ル ーチ ン として,次 の よ うなサ
ブ ・ル ーチ ンを作成す れぽ よい ことにな る。
SUBROUTINERMT(IMT)
COMMON… …
COMMONFMT(20)
DOlI=1,IMT
lREAD(2)FMT
REWIND2
RETURN
END
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す なわ ち,FMTはDIMENSIONで な く,COMMONに しなければな ら
ない とい う点を除けば,き わ めて単純であ る。か くして,前 節 の プ ログラム
を修正す る と(図 表3--21)のよ うになる。
3--9慣行的資料 処理 システ ムの変 化
第二節 の冒頭 で指摘 した よ うに,各 企業におけ る慣行 的な資料処理 システ
ムは,そ れぞれの企業 のいわ ば個性に よって性格 づけ られてい る。 したが っ
て,資 料処理 システ ムを コソピ ュータライズす る ことに よ り,如 何 な る変 化
がお きるか とい うことも,詳 細な点に なる と一概 に結論を予想 しえないであ
ろ う。 しか し,大 筋について見ればEDP化 に よる資料 処理 シス テムの変 化
には,一 定 のパ ター ソがあ るとい うことがで きる。
そ の第一は,本 稿 で展 開 した プ ログラムか らも明 らか な ように,帳 簿 の統
合(fileconsolidation)カミ可能で ある とい うことであ る。 この フ ァイル統合
に よって,第 二節 で指摘 した慣行的 ない し自然発生 的な資料処理 システムの
欠陥であ るフ ァイルない し帳簿の重複,資 料が諸部 門間を流れ る ことに よる
処理 の遅滞,ま た資料 処理に際 しての諸 部門間の方針 の不一致等 を回避す る
こ とがで きる。
そ して第二に,上 述 の フ ァイル統合 か ら直 ちに導かれ ることでは あ るが,
主要 フ ァイルが資料処理 お よび 会 計処理活動 の 中心 にな るとい うことであ
る。 したが って,販 売会計,売 掛金会計,購 買会計 とい うよ うな慣行的資料
処理 システ ムまたは これ までの会計 システムにおいては,密 接 な関係があ る
ことは認め られなが ら,し か も一応別個の会計手続 として独立 していた もの
が,得 意先 の信用審査 と在庫管理 を媒 介 として再編成 され,ま た,マ ニ ュア
ル ・システ ムでは仲 々困難 であ った販売分析 も同時 に一体 として行な うこと
がで きるよ うにな る,と い う点であ る。
か よ うに して,個 々の企業 の立場 か らではな く,一 般的にみ る と慣行 的な
販売事務 ・会計 シス テムはEDP化 す ることに よって(図 表3-19)の よう
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(図表3-19) 販 売 処 理 手 続
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く　ラ
に変 化す ることがで きる。
もっとも,こ の よ うな変 化が可能 とな るためには使用す る コソピュー ター
につ いての仮定が必要であ る。い ま(図 表3-19)のi著者EKaufmanに し
くの
たが って,そ の仮定 を検討 してみ よ う。
その仮定 とは
1.大 きな プログラムを処理 しうる汎用 コンピューターである こと。
2.外 部記憶装置 として磁気 テt-一・一プを使用す るこ と。
3.フ ァイルの記録に対 してラ ソダム ・ア クセスではな く,シ ーク ェソシ
ャル ・ア クセス方式を使用す る。
4.1/0の諸条件につ いては無視す る。
とい う四点であ る。
F・Kaufmanが設定 してい る条件 を見 る と,本 稿 で仮定 してい る条件 よ り
も,は るかに 現実的であ る。 本稿 ではF・Kaufmanの第三の条件 を無視 し
てい る。す なわ ち,使 用す る三つの主要 フ ァイルのすべ てに ラ ソダム ・ア ク
セスが可能 であ ると仮定 しているのであ る(メ イ ソ ・メモ リーの内に展 開 し
ている)。 したが って,実 際に コソピューター を 導入 して,慣 行 的資料処理
システムをEDP化 す る際,本 稿 で展開 した よ うな方法 をそ のまま採用す る
ことは,ほ とん どの場合不可能 であ ろ う。 しか し,本 稿で展開 した方法 は一
つ の理想型であ るか ら,必 要 に応 じてこれを修正すれば よい,と い う考 え方
が成立す るはずであ る。 また,そ の修正の最 も良い方法は磁気 デ ィス クを使
用す る方法であ る と思われ るが,本 稿は販売管 理会計 の基本 的構造 自体を明
らかにす ることを 目的 としたため,こ うした現実化 の問題 にはふれない こと
にす る。
(8)E・Kaufman,EleotvonioDataProcessingandAuaitin8,Ronal4Press,1961,
pp・48～49・た だ し,(図 表3-19)の 上 半 分 はF・KaufmanがA・1・C・P・Aの
小 冊 子"InternalControl"か ら借 用 した も の で あ る。
(g)F.Kaufman,ibid.,p.38.
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OKIARTHCONTROLCARDLIST
lTABLECONSTANT512,270,206,612
2LISTUPn
3FORTRAN*
OKIARTHSOURCEPROGRAMLIST
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?。
?
?
?
?
?
?
?
?。
?
?
?
?
?
?
?
?
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SOURCESTATEMENT
GENERALPROGRAMOFSALESORDERPROCESSINGANDSALES
lMANAGEMENTACCOUNTING
PROGRAMDIVISIONOFMEMORYRESERVEANDCLEAR
COMMONICRC(10,1),CRC(10,20),INVT(10,1),CINVT(10,20),SALES
1(10,20),ICUST(4),CUST(4)㌧DATE(2)
N1=10
Ml=1
N2=10
M2=9
N3=5
M3=1
N4=5
M4=15
N5=6
M5=20
N6=N5-3
1NUM=1
CALLCLEAR(SALES,N5,M5)
INPUTOFDATECHANGECARD
READ(5,992)DATE(2)
992FORMAT(A7)
PROGRAMDIVISIONOFMASTERFILEINPUT
DOlI=1,Nl
READ(5,101)ICRC(1,1),(cRc(1,J),J=1,M2)
1CONTINUE
101FORMAT(17,9F7.0)
DO21==1,N3
READ(5,102)INvT(1,1),(cINvT(1,J),J=1,M4)
2CONTINUE
lO2FORMAT(16,12F4.0,2F6.0,F4.0)
3READ(5,103)DATE(1),ICUST,CUST
103FORMAT(A5,17,16,12,16,F4.O,F6.0,F7.0,F4.0)
IF(ICUST(1).EQ.0)GOTO22
NER=N3十1
DO51==1,NER
IF(1.NENER)GOTO4
CALLERROR(1,0.0,0.0)
(図表3-20)(そ の1)
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電子計算機による販売管理会計(藤 田)
GOTO3
41F(ICUST(4).EQ.INVT(1,1))GOTO6
5CONTINUE
61F(CUST(2).EQ.CINVT(1,14))GOTO7
CALLERROR(2,CINVT(1,14),0.0)
GOTO3
7SAMT=CINVT(1,14)*CUST(1)
IF(SAMT.EQ.CUST(3))GOTO8
CALLERROR(3,0.0,SAMT)
GOTO3
8NER=N1十1
DO10J=1,NER
IF(J.NE.NER)GoTog
CALLERROR(4,0.0,0.0)
GOTO3
91F(ICusT(1).EQ.IcRc(J,1))GoTo11
10CONTINUE
llDO12K=4,M2
12sAMT=sAMT十cRc(J,K)
IF(cRc(J,1)。GEsAMT)GoTol3
cALLERRoR(5,cRc(J,1),sAMT)
GOTO3
131F(CINVT(1,5).GE.CUST(1))GOTO20
1F(CUST(4).NE.0.0)GOTO14
99CALLBANDC(O,1,0.0,1)
GOTO3
141F(CUST(4).NE.1.0)GOTO16
15CALLBANDC(O,1,1.O,2)
GOTO20
16LDT=・CUST(4)/10.O
IF(LDT.EQ.3)GOTO17
XLDT=CUST(4)-20.O
IF(CINVT(1,9).GT.XLDT)GOTO15
CALLBANDC(1,1,1,0,3)
GOTO20
17XLDT=CUST(4)一 一30.O
IF(CINVT(1,9).GT.XLDT)GOTO99
CALLBANDC(1,1,0.O,4)
20CINVT(1,5)=CINVT(1,5)-CUST(1)
IF(CINVT(1,5).GT.CINVT(1,1))GOTO21
CALLREODR(1)
21cRc(J,3)=CRC(J,3)十cusT(3)
CINVT(1,7)=・CINVT(1,7)十CUST(1)
(図表3-20)(そ の2)
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IS=1*3_2
1SU=ICUST(3)
SALES(ISU,IS)=SALES(ISU,IS)十CUST(1)
CALLBILL(INUM)
INUM=INUM十l
GOTO3
PROGRAMDIVISIONOFSALESANALYSISMATRIX
22DO241=1,N6
JJ=・1
DO23J=1,15,3
sALEs(1,16)・=sALEs(1,16)十sALES(LJ)*cINvT(JJ,13)
sALEs(1,19)=sALEs(1,19)十sALEs(1,J十1)*cINvT(JJ,13)
sALEs(1,20)=sALEs(1,20)十sALEs(1,J十2)*cINvT(JJ,13)
sALEs(1,17)=sALEs(1,17)十sALEs(1,J)*cINvT(JJ,14)
JJ=JJ+1
23CONTINUE
SALES(1,18)=SALES(1,17)-SALES(1,16)
24CONTINUE
DO26K==1,N3
J==1(*3-2
DO251=1,N6
sALEs(N5-2,J)=sALEs(N5-2,J)十sALEs(1,J)*cINvT(K,13)
sALEs(N5-2,J十1)==sALES(N5-2,J十1)十sALEs(1,J十1)*cINvT(K,13)
SALEs(N5-2,J十21=SALES(N5-2,J十2)十sALEs(1,J十2)*cINvT(K,13)
sALES(N5-1,J)=SALES(N5-1,J)十SALEs(1,J)*cINVT(K,14)
25CONTINUE
sALEs(N5,J)=sALEs(N5-1,J)-sALEs(N5-2,J)
26CONTINUE
DO271=・1,N6
sALEs(N5-2,16)=SALEs(N5_2,16)十SALEs(1,16)
SALES(N5-1,17)=SALES(N5-1,17)十SALES(1,17)
SALES(N5,18)=SALES(N5,18)十SALES(1,18)
SALES(N5-2,19)=SALES(N5-2,19)十SALES(1,19)
SALES(N5-2,20)=SALES(N5-2,20)十SALES(1,20)
27CONTINUE
wRITE(6,191)(IcRc(1,1),(cRc(1,J),J=1,M2),1=1,N1)
191FORMAT(1H1,21HCREDITCONTROLMATRIX/(1HO,110,9F10.0))
wRITE(6,192)(INvT(1,1),(clNvT(1,J),J=1,M4),1=1,N3)
192FORMAT(1H1,24HINVENTORYCONTROLMATRIX/(IHO,16,15F7.0))
wRITE(6,193)((SALES(1,J),J=1,15),1=1,N5)
193FORMAT(1HI,21HSALESANALYSISMATRIX/(1HO,15F7.0))
wRITE(6,194)((sALEs(1,J),J==16,20),1=1,N5)
19斗FORMAT(IHI,32HSUMMARYOFSALESANALYSISMATRIX/(1HO,
5F7.0))
(図表3-20)(そ の3)
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STOP
END
SUBROUTINECLEAR(RMAT,N,M)
COMMONICRC(10,1),CRC(10,20),INVT(10,1),CINVT(10,20),SALES
1(10,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
DIMENSIONRMAT(10,20)
DOII・1,N
DOIJ=1,M
RMAT(1,J)=o.0
1CONTINUE
RETURN
END
SUBROUTINEERROR(IP,PRICE,AMONT)
COMMONICRC(10,1),CRC(10,20),INVT(10,1),CINVT(10,20),SALES
1(10,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
GOTO(1,2,3,4,5),IP
lWRITE(6,201)DATE(1),ICUST,CUST
201FORMAT(1Hl,36HPUNC且ERROROFCOMMODITYCODENUMBER
1/1HO,7X,22HCUSTOMERloSSALESORDER/1且0,7X,A5,4110,4F
10.0/1H,41X,13H(PUNCHERROR))
RETURN
2WRITE(6,202)DATE(1),ICUST,CUST,PRICE
202FORMAT(1H1,31HPUNCHERROROFUNITSALESPRICE/lHO,7X,
122HCUSTOMERloSSALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4FIO.O/IHO,38X,
224HRIGHTUNITSALESPRICE=,F10.0)
RETURN
3WRITE(6,203)DATE(1),ICUST,CUST,AMONT
203FORMAT(1H1,27HPUNCHERROROFSALESAMOUNT/lHO,7X,22
1HCUSTOMER1。SSALESORDER/IHO,7X,A5,4110,4F10.0/1HO,S2X,
220HRIGHTSALESAMOUNT=,F10.0)
RETURN
4WRITE(6,204)DATE(1),ICUST,CUST
204FORMAT(1H1,37HPUNCHERROROFCUSTOMER,,SCODENUMB
lER/lHO,7X,22HCUSTOMER,,SSALESORDER/IHO,7X,A5,4110,4F
10.0/田,11X,13H(PUNCHERROR))
RETURN
5WRITE(6,205)DATE(1),ICUST,CUST,PRICE,AMONT
205FORMAT(1H1,17HOVERCREDITLIMIT/IHO,7X,22HCUSTOMERI,S
lSALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4FIO.O/1HO,7X,14HCREDITLIMIT
2=,FIO.0,5X,8HTOTAL=,F10.0)
RETURN
END
SUBROUTINEREODR(1)
(図表3-20)(そ の4)
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245COMMONICRC(10,1),CRC(10,20),INVT(10,1),CINVT(10,20),SALES
2461(10,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
247WRITE(6,110)INVT(1,1),CINVT(1,2)
250110FORMAT(1HO,14HPURCHASEORDER/1H、5X,12HREORDERITEM,
2511110,8HQUANTITY,Flo.0)
252CINVT(1,4)=CINVT(1,4)十CINVT(1,2)
253wRITE(6,120)INvT(1,1),(cINvT(1,J),J=1,5)
254120FORMAT(lH,5X,24HRESULTOFPURCHASEORDER,IIO,5F10.0)
255RETURN
256END
257SUBROUTINEBANDC(IP,IX,Y,ID)
260COMMONICRC(10,1),CRC(10,20),INVT(10,1),CINVT(10,20),SALES
2611(10,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
262JS=lx*3-IP
2631SU=ICUST(3)
264SHORT=CUST(1)-CINVT(IX,5)*Y
265sALEs(lsu,Js)=sALEs(lsu,Js)十sHoRT
266CUST(1)=CINVT(IX,5)*Y
267CUST(3)=CINVT(IX,5)*CUST(2)*Y
270GOTO(1,2,3,4),ID
2711WRITE(6,301)DATE(1),ICUST,CUST
272301FORMAT(IH1,12HTOTALCANCEL/1HO,7X,22HCUSTOMERioSSAL
2731ESORDER/IHO,7X,A5,4110,4F10,0)
274RETURN
2752WRITE(6,302)DATE(1),ICUST,CUST,SHORT
276302FORMAT(1HI,15HSHORTAGECANCEL/1且0,7X,22HCUSTOMERIoS
2771SALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4F10.0/IHO,31X,21HINVENTORY
SHORTAGE=,F10.0)
300RETURN
3013WRITE(6,303)DATE(1),ICUST,CUST,SHORT
302303FORMAT(1H1,17HSHIPPINGANDBACK/1且0,7X,22HCUSTOMERIoS
3031SALESORDER/1HO,7X,A5,4110,4F10.0/1且0,14X,30HBACKORDER
304・2(SHORTAGE)QUANTITY=,F10。o)
305RETURN
3064WRITE(6,30斗)DATE(1),ICUST,CUST,SHORT
307304FORMAT(1H1,16HTOTALBACKORDER/田0,7X,22HCUSTOMERloS
3101SALESORDER/IHO,7X,A5,4110,4FIO.O/IHO,13X,39HBACKORDER
3112QUANTITY(ORDEREDQUANTITY)==,F10.0)
312RETURN
313END
314SUBROUTINEBILL(NUM)
315COMMONICRC(10,1),CRC(10,20),INVT(10,1),CINVT(10,20),SALES
3161(10,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
(図表3-20)(そ の5)
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WRITE(6,311)DATE(2),NUM,DATE(1),ICUST,CUST
311FORMAT(IHI,7HINVOICE,30X,4HDATE,A7/1H,23X,18HOURIN
lVOICENUMBER,17/1且,7X,A5,4110,4F10.0)
WRITE(6,312)DATE(2),NUM,DATE(1),ICUST
312FORMAT(1HO,14HSHIPPINGORDER,31X,4HDATE,A7/1H,18HOUR
lINVOICENUIY[BER,17/IH,10X,A5,4110)
WRITE(6,313)DATE(2),NUM,DATE(1),ICUST
313FORMAT(1且0,12HPACKINGSLIP,25X,4HDATE,A7/1H,23X,18HO
lURINVOICENUMBER,17/1H,A5,4110)
WRITE(6,314)DATE(2),NUM,DATE(1),ICUST,CUST
31斗FORMAT(1HO,6HADVICE,31X,斗HDATE,A7/lH,23X,18HOURIN
IVOICENUMBER,17/1H,10X,10HYOURORDER,A5,4110,4FIO.O)
RETURN
END
ENDOFSOURCE*
(図表3-20)(そ の6.完)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
GENERALPROGRAMOFSALESDOERPROCESSINGANDSALES
lMANAGEMENTACCOUNTING
PROGRAMDIVISIONOFMEMORYRESERVEANDCLEAR
COMMONICRC(10,1),CRC(IO,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),SALES
l(6,20)ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
COMMONFMT(20)
N1==10
Ml=1
N2=10
M2=9
N3=5
M3=1
N4=5
M4=15
N5=6
M5=20
N6=N5-3
1NUM=1
NF=19
DO311==1,N5
DO31J=1,M5
SALES(1,J)=o.0
31CONTINUE
(図表3-21)(そ の1)
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PROGRAMDIVISIONOFFORMATINPUT
REWIND2
DO9901=1,NF
READ(5,991)(FMT(J)、J=1,!.20)
WRITE(2)FMT
990CONTINUE
991FOR]MAT(10A7)
REWIND2
1NPUTOFDATECHANGECARD
READ(5,992)DATE(2)
992FORMAT(A7)
PROGRAMDIVISIONOFMASTERFILEINPUT
DOlI=1,Nl
READ(5,101)IcRc(1,1),(cRc(1,J),J=1,M2)
ICONTINUE
101FORMAT(17,9F7.0)
DO21=1,N3
READ(5,102)INvT(1,1),(cINvT(1,J),J=1,M4)
2CONTINUE
102FORMAT(16,12F4.0,2F6.O,F4.0)
3READ(5,103)DATE(1),ICUST,CUST
103FORMAT(A5,17,16,12,16,F4.0,F6.0,F7。0,F4.0)
IF(ICUST(1).EQ.0)GOTO22
NER=N3十1
DO51=1,NER
IF(1.NE.NER)GOTO4
CALLERROR(1,0.0,0.0)
GOTO3
41F(ICuST(4).EQ.INVT(1,1))GOTO6
5CONTINUE
61F(CUST(2).EQ.CINVT(1,14))GOTO7
CALLERROR(2,CINVT(1,14),0.0)
GOTO3
7SAMT=CINVT(1,14)*CUST(1)
IF(SAMT.EQ.CUST(3))GOTO8
CALLERROR(3,0.0,SAMT)
GOTO3
8NER=N1十1
DO10J=1,NER
IF(J。NE.NER)GoTog
CALLERROR(4,0.O,O.O)
GOTO3
91F(lcusT(1)・EQ・IcRc(J,1)GoTo11
(図表3-21)(そ の2)
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10CONTINUE
llDO121(=4,M2
12sAMT=・sAMT十CRC(J,K)
IF(cRC(J,1).GE・sAMT)GoTo13
cALLERRoR(5,cRc(J,1),sAMT)
GOTO3
131F(CINVT(1,5).GE.CUST(1))GOTO20
1F(CUST(4).NE.0.0)GOTO14
99CALLBANDC(0,1,0.0,1)
GOTO3
141F(CUST(4).NE.1.0)GOTO16
15CALLBANDC(0,1,1.0,2)
GOTO20
16LDT=CUST(4)/10.O
IF(LDT.EQ.3)GOTO17
XLDT=CUST(4)-20。O
IF(CINVT(1,9).GT.XLDT)GOTO15
CALLBANDC(1,1,1.0,3)
GOTO20
17XLDT=CUST(4)-30,0
1F(CINVT(1,9).GT.XLDT)GOTO99
CALLBANDC(1,1,0.0,4)
20CINVT(1,5)=CINVT(1,5)-CUST(1)
IF(CINVT(1,5).GT.CINVT(1,1))GOTO21
CALLREODR(1)
21cRc(J,3)=cRc(J,3)十cusT(3)
CINVT(1,7)=CINVT(1,7)十CUST(1)
IS==1*3-2
1SU=ICUST(3)
SALES(ISU,IS)=SALES(ISU,IS)十CUST(1)
CALLBILL(INUM)
INUM=INUM十1
GOTO3
PROGRAMDIVISIONOFSALESANALYSISMATRIX
22DO241=1,N6
JJ=1
DO23J=1,15,3
sALEs(1,16)==SALEs(1,16)十sALEs(1,J)*clNvT(JJ,13)
sALEs(1,19)=SALES(1,19)十SALEs(1,J十1)*cINvT(JJ,13)
sALEs(1,20)=sALEs(1,20)十sALEs(1,J十2)*cINvT(JJ,13)
SALES(1,17)=SALES(1,17)十sALEs(1,J)*clNvT(JJ,14)
JJ=JJ+1
23CONTINUE
(図表3-21)(そ の3)
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SALES(1,18)=SALES(1,17)一一SALES(1,16),
24CONTINUE
DO26K=1,N3
J=K*3-2
DO251=1,N6
sALEs(N5-2,J)=sALEs(N5-2,J)+SALEs(1,J)*cINvT(K・13)
sALEs(N5-2,J十1)=SALES(N5-2,J十1)十sALEs(1,J十1)*CINvT(K・13)
sALEs(N5-2,J十2)=SALEs(N5-2,J十2)十sALEs(1・J十2)*cINvT(K・13)
sALEs(N5-1,J)=sALEs(N5-1,J)十sALEs(1,J)*cINvT(K・14)
25CONTINUE
sALEs(N5,J)=sALEs(N5-1,J)-sALEs(N5-2,J)
26CONTINUE
DO271=1,N6
SALES(N5-2,16)=SALES(N5-2,16)十SALES(1,16)
SALES(N5-1,17)=SALES(N5-1,17)十SALES(1,17)
SALES(N5,18)=SALES(N5,18)十SALES(1,18)
SALES(N5-2,19)=・SALES(N5-2,19)十SALES(1,19)
SALES(N5-2,20)=SALES(N5-2,20)十SALES(1,20)
27CONTINUE
CALLRMT(16)
wRITE(6,FMT)(lcRc(1,1),(cRc(1,J),J=1,M2),1=1,N1)
CALLRMT(17)
wRITE(6,FMT)(INvT(1,1),(cINvT(1,J),J・1,M4),1=1・N3)
CALLRMT(18)
wRITE(6,FMT)((sALES(1,J),J=1,15),1=1,N5)
CAL,LRMT(19)
wRITE(6,FMT)((sALEs(1,J),J=16,20),1=1,N5)
STOP
END
SUBROUTINEERROR(IP,PRICE,AMONT)
COMMONIC旦C(10,1),CRC(10,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),SALES
1(6,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
COMMONEMT(20)
GOTO(1,2,3,4,5),IP
lCALLRMT(1)
6WRITE(6,FMT)DATE(1),ICUST,CUST
RETURN
2CALLRMT(2)
WRITE(6,FMT)DATE(1),ICUST,CUST,PRICE
RETURN
3CALLRMT(3)
WRITE(6,FMT)DATE(1),ICUST,CUST,AMONT
RETURN
(図表3-21)(そ の4)
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4CALLRMT(4)
GOTO6
5CALLR]MT(5)
WRITE(6,FMT)DATE(1),ICUST,CUST,AMONT
RETURN
END
SUBROUTINEREODR(1)
COMMONICRC(10,1),CRC(10,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),SALES
1(6,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
COMMONFMT(20)
CALLRMT(14)
WRITE(6,FMT)INVT(1,1),CINVT(1,2)
CINVT(1,4)=CINVT(1,4)十CINVT(1,2)
CALLRMT(15)
wRITE(6,FMT)INvT(1,1),(clNvT(1,J),J=1,5)
RETURN
END
SUBROUTINEBANDC(IP,IX,Y,ID)
COMMON工CRC(10,1),CRC(10,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),SALES
1(6,20)ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
COMMONFMT(20)
JS=lx*3-IP
ISU=ICUST(3)
SHORT=CUST(1)-CINVT(IX,5)*Y
sALES(Isu,Js)=・sALES(Isu,Js)十SHORT
CUST(1)=CINVT(IX,5)*Y
CUST(3)=CINVT(IX,5)*CUST(2)*Y
GOTO(1,2,3,4),ID
lCALLRMT(6)
WRITE(6,FMT)DATE(1),ICUST,CUST
RETURN
2CALLRMT(7)
5WRITE(6,FMT)DATE(1),ICUST,C.UST,SHORT
RETURN・
3CALLRMT(8)
GOTO5
4CALLRMT(9)
GOTO5
RETURN
END
SUBROUTINEBILL(NUM)
COMMONICRC(10,1),CRC(10,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),SALES
1(6,20),ICUST(斗),CUST(4),DATE(2)
(図表3-21)(そ の5)
・一一一136一
'商学 討 究 第18巻 第3号
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
COMMONFMT(20)
CALLRMT(10)
WRITE(6,FMT)DATE(2),NUM,DATE(1),ICUST,CUST
CALLRMT(11)
WRITE(6,FMT)DATE(2),NUM,DATE(1),ICUST
CALLRMT(12)
WRITE(6,FMT)DATE(2),NUM,DATE(1),ICUST
CALLRMT(13)
WRITE(6,FMT)DATE(2),NUM,DATE(1),ICUST,CUST
RETURN
END
SUBROUTINERMT(IMT)
COMMONICRC(10,1),CRC(10,9),INVT(5,1),CINVT(5,15),SALES
1(6,20),ICUST(4),CUST(4),DATE(2)
COMMONFMT(20)
DOlI=1,IMT
lREAD(2)FMT
REWIND2
RETURN
END
(図表3-21)(そ の6.完)
